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説明： なし 対応： なし

留意事項

■ボッチャのルール

　・基本ルールは別紙のとおり

　※団体の人数や活動時間によってルール・進行等、アレンジして実施してください。

仲間とともに作戦を考え、協力意識を高める。
普段触れることのないスポーツでの、与えられたルールに対し、臨機に理解・
対応できる適応力を養う。

どなたでも※勾配具（投球補助具）はありません

１時間～１時間半

体育館、講堂など

通年

自由（基本的には３対３）

活動場所

施設職員 団体の指導者主体で実施してください。
貸出品の受け渡しのタイミングは職員にお申し出ください。

ボッチャボール、ターゲットマット

得点表（必要であれば）

・自分勝手な行動を慎み、班員全員で行動することを確認する。
・ルールを理解しながら、活動する。

子ども達の活動（班）

１ ルールの確認
２ 班全員で協力、話し合い
３ ふりかえり

指導者の支援活動

１ 場所と必要な道具の確認
２ ルール説明及び緊急時の対応の確認
３ 事後指導

ボッチャ
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ボッチャのルール

①３対３の団体戦。左から赤青赤青赤青と並び、１チーム６個投げるので、１人２個ずつ持ちます。
②先攻後攻を決めます。先攻は赤。後攻は青。

③先攻の赤の左端が最初にジャックボール（白いボール）を投げます。
　 このジャックボールが、投球のターゲットとなります。
　※ジャックボール無効エリアで静止させたり、サイドラインやエンドラインを超えて投球してしまうと、
　ルール違反となり、相手にジャックボールを投げる権利が移ります。さらに枠から出た場合真ん中の
　クロス（+）の上に置きます。

（以下、進行例）
④左端が赤いボールを投げます。

⑤次に後攻の青が投げます。

⑥青のほうがジャックボールから遠いのでもう１度青が投げます。
※投げる順番は決まっていないため、チーム内で誰から投げるか相談できます。



⑦赤が遠いので、赤が投げます。青にぶつけてもOK

⑧青にぶつけてジャックボールに１番近いボールが赤となりました。

⑨青はジャックボールに１番近づくまで、どんどん投げていきます。
②

①

⑩青が全て投げて、球がなくなりました。

①

②

⑪まだ赤が白ボールに近いですが、赤も全部投げ切ります。

①

②

③

⑫この場合、判定は赤の３点で赤の勝ちとなります。

※正式ルールでは、これを４～６ラウンド繰り返して勝敗を決めますが、各団体の人数や活動時間に
応じて、アレンジして実施してください。




